
左）正常な肺

右）じん肺
（粉じんの吸入により肺が黒く
なっている。）

じん肺についてじん肺について

① じん肺とは
主として小さな土ぼこりや金属の粒などの無機物または鉱物性の粉じんの発

生する環境で仕事をしている方が、その粉じんを長い年月にわたって多量に吸
い込むことで、肺の組織が線維化し、硬くなって弾力性を失ってしまった病気
をじん肺といいます。

② じん肺の症状
じん肺の初期症状は息切れ・咳・痰が増えるなどですが、進行すると肺の組

織が壊され、呼吸困難を引き起こします。また、気管支炎、肺がん、気胸など
の合併症にかかりやすくなるので注意が必要です。粉じん作業を行っていると
きは気づかなくても、じん肺の症状は数年から十数年かけてゆっくりと進行し
ます。

③ じん肺の治療
いったんじん肺にかかると、粉じん作業をやめたあとも病気は進行します。

じん肺そのものについては、現在、治療の方法がありません。咳に対しては鎮
咳剤、痰に対しては去痰剤、呼吸困難に対しては酸素療法など症状に応じた治
療が中心となります。

いったんじん肺にかかるともとの正常な肺にはもどらず、粉じん作業を
やめた後も病気は進行します。さらにじん肺を治す根本的な治療がな
いことを考えると、粉じんの発生源対策、局所排気装置等の適正な稼
働、呼吸用保護具の適正な着用などにより粉じんへのばく露防止対策
を徹底することが重要です。


